
21 20

12

‼



23

吹田市消防本部では、令和６年10月31
日及び11月１日に今年度４月に開設した吹
田市総合防災センター（通称：DRC 
Suita）で「令和６年度吹田市消防本部警
防技術錬成会」を実施しました。
本訓練は、中高層建物火災発生時にお
ける迅速かつ安全な人命救助及び消火活
動の習得・体得を主眼とし、災害発生時
における部隊活動能力及び安全管理能
力の向上を目的に実施しました。
その中でも、「はしご車を活用した人命
救助活動及び消火活動技術の習熟」、
「はしご隊と消火隊が連携した活動能力
の向上」を重点目標としました。
訓練想定は、「自署管内の中高層建物
上階の居室から出火し、火点室ベランダ
に要救助者１名の逃げ遅れがあるもの。」
とし、２日間にかけて市内４署の警防係
計８係が日頃の訓練成果を披露しまし
た。
本訓練を通じて得た学びを活かして今
後も訓練を重ね、引き続き災害対応能力
の向上に努めてまいります。

令和６年11月９日に花園中央公園の多
目的広場で【東大阪市総合防災訓練】が
開催され、東大阪市消防局及び消防団は
災害発生時の実動訓練と防災フェアに参
加しました。
実動訓練を通じ、各種関係機関の適切
な役割分担と相互協力を確認することに
より災害発生時に円滑に活動できるよ
う、関係機関の連携強化に努めました。
防災フェアでは、当市消防局のキャラク
ターである「消防ミライちゃん」や「粉末く
ん」も登場し人気を集め、カラビナ付きの
笛や防災に関するチラシ等を配布し、防
災への関心を少しでも高く持っていただけ
るよう啓発することができました。
消防団による救命講習コーナーも大盛
況で終えることができ、大変有意義なイベ
ントとなりました。
今後も、様々なイベントを通じ、市民の
方々に防火や防災のことについて関心を
持ってもらえるように、創意工夫しながら
啓発し「災害に強いまちづくり」を目指し
てまいります。
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東大阪市消防局
東大阪市総合防災訓練に参加
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岸和田市消防本部は、令和６年11月９
日10日の２日間、たくさんの子どもたちに
消防のことを知ってもらうため、インテッ
クス大阪で開催された、お仕事体験がで
きるイベント「みらいのたからばこ2024in
大阪」に出展しました。
2日間で17,646名の来場者のあった大
規模なイベントで、たくさんの子どもたち
に消防の仕事に触れてもらう場となりまし
た。
当本部は、国連の掲げるSDGｓの一環
として役目を終えた消防ホースで、キーホ
ルダーや財布を作ってもらいました。
当日は、子どもだけでなく保護者の方々
も興味を示し「これホースなん！？」と驚
き、真剣な表情でボタンを留めて、最後に
岸和田消防オリジナルのスタンプを押し
て楽しんでくれました。
たくさんの子どもたちに消防の業務を
PRでき、充実した2日間を過ごしました。

池田市消防本部では、令和６年度に小
型水槽付消防ポンプ自動車（以下「ST
車」という。）を購入しました。このST車
は、600ℓの水槽及びCAFS装置を搭載
したCD-Ⅰ型の車両となります。
今年度の車両整備により、狭隘な地域
の火災現場にも対応しやすく、積載水に
よる迅速な消火活動が行えるST車が増え
ることで、円滑な消防活動が行えると考え
ております。
また、これまでのST車更新にあたり、
消防隊員の省力化を目的に、電動アシス
ト付ホースカーや動力昇降装置、資器材
の収納スペース確保のための片側吸管等
さらなる発展を目指して車両更新を行って
おります。
今年度は、車両上部に登るための梯子
の角度を調整し、安全な昇降を可能としま
した。
この様な細かな艤装にもこだわり、今後
も時代の変化に対応した車両更新を行
い、複雑化・多様化する災害から､市民の
安全・安心を守っていきます。

池田市消防本部
小型水槽付消防ポンプ自動車
（ＳＴ車）を購入
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医療法人相愛会　相原第二病院
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淀川区

川上 継正

令和５年度西区女性防火クラブ役員会

　
相
原
第
二
病
院
は
、
大
阪

南
の
玄
関
口
で
あ
る
J
R
天

王
寺
駅
か
ら
南
へ
徒
歩
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分
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位
置
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立
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し
て
お
り
、

昭
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14
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業
。

　
そ
の
後
、
昭
和
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年
に
現

在
の
相
原
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二
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院
を
開
設

し
、
昭
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39
年
に
救
急
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定

病
院
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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テ
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防
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防
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で
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取
り
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、

令
和
６
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野
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防
技
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収
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い
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隊
員
の
方
々
の
訓
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対

す
る
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意
、
士
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常
に

高
く
、動
作
も
機
敏
で
あ
り
、

我
々
消
防
職
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の
目
線
か
ら
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て
も
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に
頼
も
し
く
、

頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。

　
自
衛
消
防
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し
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も
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極

的
か
つ
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心
に
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す
る
な

ど
、
自
衛
消
防
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の
模
範
と

な
る
組
織
で
す
。
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、
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間
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防
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修

会
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災
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練
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の

参
加
、
防
災
施
設
の

見
学
会
な
ど
の
活
動

を
行
い
、
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極
的
に

地
域
防
災
力
の
向
上

や
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
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。

令
和
６
年
９
月
に

は
、
人
と
未
来
防
災

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
教
訓
を
思
い
起
こ

し
、
地
域
防
災
力
の

向
上
の
重
要
性
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
に
も
力

を
入
れ
て
お
り
、
各

連
合
単
位
で
応
急
手

当
の
講
習
会
を
開
催
し
救
命
技
術

の
習
得
に
努
め
て
い
ま
す
。
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火
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は
地
域
の
防

火
・
防
災
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
火
災
や
地
震
等
の
災
害

発
生
時
に
は
、
地
域
に
根
差
し
た

女
性
の
方
々
に
よ
る
活
動
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非
常

に
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

淀
川
区
は
世
帯
数
、
人
口
と
も

に
市
内
で
最
も
多
い
ま
ち
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
強
い
信
念
と
連
帯
意
識
の

下
、
火
災
や
災
害
に
強
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
各

地
域
の
防
火
・
防
災
の
備
え
を
万
全

に
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

相原第二病院には、毎日
多くの患者様が利用されて
いることから、有事の際に
は私たち自衛消防隊の働き
が重要です。利用される皆
様が、安心、安全に利用でき
るよう、防火防災意識の向
上に努めてまいります。
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　庁舎内に流れる出場指令や警防情報音声など、声を聞い
たことはあるけど、どんな業務をしているのかなんとなく
知らないしな・・・、あんまり関わりないし興味はあるけ
ど聞きにくいな・・・。
　そんな指令情報センター業務に対する疑問や質問などに
ざっくばらんに回答し、指令情報センターをさらに理解し
ていただくため「Another Voice」を掲載します。
　指令情報センターを身近に感じていただき、協力しなが
らよりよい現場活動につなげていきたいと思います。
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Vol.8
－音声指令の使い分けについて？－
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